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設計支援委員会結果報告書

平成２０年8月設計支援委員会に付議した、下記の施設整備事業について、結果を報告

します。

記

事 業 名 中区役所(仮称)施設整備工事

（整備概要） 既存施設において、誘導ブロックや案内サイン、ローカウン

ター等を増設する。

設計支援委員からの意見 具体化の結果・状況

＜視覚障害者を誘導する装置について＞

（案内サイン）

・トイレの入り口に触知図をつけてもらい ・既存建物が民間施設の為、所有者と協議

たい。 して、多目的便所の入り口付近に便器の

位置などレイアウトを示す触知板の取り

付けを検討します。

（注意喚起用・誘導用床材）

・トイレへの誘導ブロックはどう考えてい ・トイレへの誘導用床材の敷設は、各フロ

ますか? アの各諸室と同様に扱い、誘導ブロック

による誘導は行いません。但し、案内板

(点字併用)内の平面図にピクトサインに

て位置を表示します。

・階段室への誘導ブロックはどう考えてい ・上記、トイレの位置表示と同様に案内板

るか? (点字併用)内の平面図にピクトサインに

て位置を表示します。

誘導用床材による誘導は、視覚障害者の

方にインフォメーションや上階にアクセ

スするのに一番安全な経路に誘うよう考

えており、あえて障壁が予測される階段

室への誘導は考えておりません。



＜車椅子使用者用便房について＞

・視覚障害者(弱視)からの使い勝手からす ・今回の中区役所(仮称)整備においては、

ると、トイレ内のペーパーホルダーの上 既存トイレを活用し、便器や洗浄ボタン

の洗浄ボタンと緊急通報ボタンを押し間 等の改修は行いませんが、今後の物件で

違えないように、ボタン間の距離を離す は、ボタン間の距離を離す等、判別しや

等配慮してほしい。 すいよう検討していきたいと思います。


